
(57)【要約】

【課題】使用時間によらず集塵性能の安定した掃除機を

提供すること。

【解決手段】集塵室１８内に装着され集塵室内に取り込

まれる空気中の塵埃を濾過するフィルター１７ａに付着

した塵埃を、塵埃剥離手段２１と、フィルター１７ａに

働く送風機１１の圧力を低減する剥離助成体３４ａとを

用いて、電気掃除機の運転中に剥離するので、優れた集

塵性能を維持し続ける電気掃除機となる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
吸 引 用 の 送 風 機 を 内 包 す る 本 体 と 、 前 記 送 風 機 の 吸 引 部 に 連 通 し た 吸 い 込 み 口 と 、 前 記 吸
い 込 み 口 か ら 前 記 送 風 機 へ の 吸 引 経 路 に 配 設 さ れ 塵 埃 を 集 積 す る 集 塵 室 と 、 前 記 集 塵 室 内
に 装 着 さ れ 集 塵 室 内 に 取 り 込 ま れ る 空 気 中 の 塵 埃 を 濾 過 す る フ ィ ル タ ー と 、 前 記 フ ィ ル タ
ー に 付 着 し た 塵 埃 を 前 記 フ ィ ル タ ー か ら 剥 離 す る 塵 埃 剥 離 手 段 と 、 前 記 フ ィ ル タ ー を 挟 ん
で 前 記 塵 埃 剥 離 手 段 と 対 峙 す る 剥 離 助 成 体 と 、 前 記 フ ィ ル タ ー を 回 転 さ せ る フ ィ ル タ ー 回
転 手 段 と を 備 え 、 前 記 塵 埃 剥 離 手 段 は 、 前 記 フ ィ ル タ ー 表 面 に 摩 擦 力 を 加 え る フ ィ ル タ ー
押 圧 部 を 有 す る 電 気 掃 除 機 。
【 請 求 項 ２ 】
フ ィ ル タ ー と 前 記 フ ィ ル タ ー に 対 応 す る 塵 埃 剥 離 手 段 と 剥 離 助 成 体 と を そ れ ぞ れ 複 数 個 備
え 、 前 記 複 数 個 の フ ィ ル タ ー を 吸 引 経 路 の 吸 い 込 み 口 側 か ら 送 風 機 側 に 向 け て 並 設 し た 請
求 項 １ に 記 載 の 電 気 掃 除 機 。
【 請 求 項 ３ 】
吸 引 経 路 の よ り 下 流 側 に 設 け ら れ た フ ィ ル タ ー ほ ど 、 開 口 率 が 小 さ い こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ２ に 記 載 の 電 気 掃 除 機 。
【 請 求 項 ４ 】
吸 引 経 路 の よ り 下 流 側 に 設 け ら れ た フ ィ ル タ ー ほ ど 、 回 転 速 度 が 遅 い こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ２ ま た は ３ に 記 載 の 電 気 掃 除 機 。
【 請 求 項 ５ 】
塵 埃 剥 離 手 段 お よ び フ ィ ル タ ー の 下 方 に 前 記 塵 埃 剥 離 手 段 に よ り 剥 離 さ れ た 塵 埃 を 収 納 す
る 塵 埃 蓄 積 室 を 有 し 、 前 記 塵 埃 蓄 積 室 は 本 体 か ら 着 脱 自 在 に 構 成 し た 請 求 項 １ か ら ４ の い
ず れ か １ 項 に 記 載 の 電 気 掃 除 機 。
【 請 求 項 ６ 】
フ ィ ル タ ー 押 圧 部 の 少 な く と も フ ィ ル タ ー 当 接 部 表 面 ま た は フ ィ ル タ ー 表 面 に 、 潤 滑 剤 を
コ ー テ ィ ン グ し た 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 電 気 掃 除 機 。
【 請 求 項 ７ 】
フ ィ ル タ ー ま た は フ ィ ル タ ー 押 圧 部 に 、 帯 電 防 止 加 工 を 施 し た 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か
１ 項 に 記 載 の 電 気 掃 除 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 家 庭 用 の 電 気 掃 除 機 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の 電 気 掃 除 機 と し て は 、 吸 い 込 み 口 が 送 風 機 の 吸 引 部 に 連 通 し て お り 、 吸 い 込 み 口 か
ら 送 風 機 へ の 吸 引 経 路 に 塵 埃 を 蓄 積 す る 集 塵 室 が 設 け ら れ て お り 、 さ ら に 集 塵 室 の 送 風 機
の 吸 引 側 に は フ ィ ル タ ー が 配 設 さ れ 、 フ ィ ル タ ー を 介 し て 集 塵 室 と 送 風 機 の 吸 引 側 と は つ
な が っ て い る 。 そ し て 、 送 風 機 を 運 転 す る と そ の 圧 力 で 吸 い 込 み 口 か ら 床 面 等 の 上 に あ る
塵 埃 を 空 気 と 共 に 本 体 内 に 吸 い 込 み 、 送 風 機 の 吸 引 側 前 段 の フ ィ ル タ ー が 塵 埃 成 分 を 捕 獲
す る の で 塵 埃 と 空 気 が 分 離 さ れ 、 空 気 の み が 送 風 機 に 吸 引 さ れ て 本 体 外 に 排 気 さ れ 、 フ ィ
ル タ ー に 捕 獲 さ れ た 塵 埃 成 分 は 、 フ ィ ル タ ー が 配 設 さ れ て い る 集 塵 室 に 蓄 積 さ れ 、 掃 除 機
使 用 者 が 必 要 に 応 じ て 集 塵 室 に 溜 ま っ た 塵 埃 を 捨 て る も の が あ っ た （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １
参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ４ は 従 来 の 掃 除 機 の フ ィ ル タ ー を 示 す も の で 、 粗 塵 を 捕 捉 す る た め の ネ ッ ト よ り 構 成 さ
れ る 一 次 フ ィ ル タ ー ５ ２ と 不 織 布 か ら な る 二 次 フ ィ ル タ ー ５ ３ を 具 え 同 一 枠 ５ ４ に よ り 成
形 さ れ 中 央 部 ５ ５ よ り 二 つ 折 り し た 状 態 で フ ィ ル タ ー ５ １ を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 、 図 ５ は 従 来 の 掃 除 機 の 構 成 を 示 す も の で 、 集 塵 ケ ー ス ５ ７ 内 面 の ガ イ ド リ ブ ６ ６ 間
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に 前 記 フ ィ ル タ ー ５ １ が 挿 入 さ れ 、 電 動 送 風 機 ５ ８ の 吸 引 力 で 塵 埃 を 多 量 に 含 ん だ 空 気 流
が 流 入 し 、 一 次 フ ィ ル タ ー ５ ２ で 綿 綿 等 の 粗 塵 が 、 二 次 フ ィ ル タ ー ５ ３ で 細 塵 が 分 離 濾 過
さ れ 、 清 浄 な 空 気 の み が 本 体 外 へ 排 出 さ れ る 構 成 と な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 昭 ６ ２ － ４ ９ ８ ２ ０ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 前 記 従 来 の 構 成 で は 、 フ ィ ル タ ー 表 面 に 付 着 し た 塵 埃 の 量 が 増 す に 従 っ て 、
フ ィ ル タ ー で の 圧 力 損 失 が 大 き く な り 、 吸 い 込 み 口 か ら の 吸 引 力 が 低 下 し 集 塵 性 能 が 悪 化
し て し ま う 。 つ ま り 集 塵 性 能 は 集 塵 室 の ゴ ミ が 全 く な い と き を ピ ー ク に し て 使 用 時 間 が 長
く な れ ば な る ほ ど 低 く な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
そ し て 、 集 塵 性 能 を ピ ー ク 時 に 戻 そ う と す る と 、 フ ィ ル タ ー を 掃 除 し た り 水 洗 い し た り す
る 必 要 が あ り 非 常 に 煩 わ し い も の で あ っ た 。 ま た こ の 際 、 電 気 掃 除 機 使 用 者 の 手 に ゴ ミ が
付 着 し た り 、 部 屋 内 に ゴ ミ を 落 と し た り す る な ど 非 常 に 使 い 勝 手 が 悪 い も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る も の で 、 使 用 時 間 に よ ら ず 集 塵 性 能 の 安 定 し た 掃 除 機 を 実
現 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る た め に 本 発 明 の 電 気 掃 除 機 は 、 吸 引 用 の 送 風 機 を 内 包 す る 本 体
と 、 前 記 送 風 機 の 吸 引 部 に 連 通 し た 吸 い 込 み 口 と 、 前 記 吸 い 込 み 口 か ら 前 記 送 風 機 へ の 吸
引 経 路 に 配 設 さ れ 塵 埃 を 集 積 す る 集 塵 室 と 、 前 記 集 塵 室 内 に 装 着 さ れ 集 塵 室 内 に 取 り 込 ま
れ る 空 気 中 の 塵 埃 を 濾 過 す る フ ィ ル タ ー と 、 前 記 フ ィ ル タ ー に 付 着 し た 塵 埃 を 前 記 フ ィ ル
タ ー か ら 剥 離 す る 塵 埃 剥 離 手 段 と 、 前 記 フ ィ ル タ ー を 挟 ん で 前 記 塵 埃 剥 離 手 段 と 対 峙 す る
剥 離 助 成 体 と 、 前 記 フ ィ ル タ ー を 回 転 さ せ る フ ィ ル タ ー 回 転 手 段 と を 備 え 、 前 記 塵 埃 剥 離
手 段 は 、 前 記 フ ィ ル タ ー 表 面 に 摩 擦 力 を 加 え る フ ィ ル タ ー 押 圧 部 を 有 す る 構 成 と し た の で
、 フ ィ ル タ ー 表 面 を 覆 っ て い る 塵 埃 を 塵 埃 剥 離 手 段 を 用 い て 運 転 中 も 除 去 で き る の で 、 集
塵 性 能 の 安 定 し た 掃 除 機 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 吸 引 用 の 送 風 機 を 内 包 す る 本 体 と 、 前 記 送 風 機 の 吸 引 部 に 連 通
し た 吸 い 込 み 口 と 、 前 記 吸 い 込 み 口 か ら 前 記 送 風 機 へ の 吸 引 経 路 に 配 設 さ れ 塵 埃 を 集 積 す
る 集 塵 室 と 、 前 記 集 塵 室 内 に 装 着 さ れ 集 塵 室 内 に 取 り 込 ま れ る 空 気 中 の 塵 埃 を 濾 過 す る フ
ィ ル タ ー と 、 前 記 フ ィ ル タ ー に 付 着 し た 塵 埃 を 前 記 フ ィ ル タ ー か ら 剥 離 す る 塵 埃 剥 離 手 段
と 、 前 記 フ ィ ル タ ー を 挟 ん で 前 記 塵 埃 剥 離 手 段 と 対 峙 す る 剥 離 助 成 体 と 、 前 記 フ ィ ル タ ー
を 回 転 さ せ る フ ィ ル タ ー 回 転 手 段 と を 備 え 、 前 記 塵 埃 剥 離 手 段 は 、 前 記 フ ィ ル タ ー 表 面 に
摩 擦 力 を 加 え る フ ィ ル タ ー 押 圧 部 を 有 す る 電 気 掃 除 機 と す る こ と に よ り 、 剥 離 助 成 体 の 正
面 の フ ィ ル タ ー に 加 わ る 送 風 機 の 圧 力 が 著 し く 低 下 す る の で 、 掃 除 機 本 体 の 運 転 中 に お け
る 塵 埃 剥 離 手 段 の 塵 埃 剥 離 効 率 が 向 上 し 安 定 し た 集 塵 性 能 が 発 揮 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の フ ィ ル タ ー と 前 記 フ ィ ル タ ー に 対 応 す る 塵 埃
剥 離 手 段 と 剥 離 助 成 体 と を 、 そ れ ぞ れ 複 数 個 備 え 、 前 記 複 数 個 の フ ィ ル タ ー を 吸 引 経 路 の
吸 い 込 み 口 側 か ら 送 風 機 側 に 向 け て 並 設 し た こ と に よ り 、 塵 埃 を 吸 い 込 み 空 気 よ り 分 離 す
る 機 会 が 増 え 、 ま た フ ィ ル タ ー 上 の 塵 埃 を 確 実 に 剥 離 で き る の で 、 安 定 し た 集 塵 性 能 が 発
揮 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 特 に 、 請 求 項 ２ 記 載 の 吸 引 経 路 の よ り 下 流 側 に 設 け ら れ た フ ィ
ル タ ー ほ ど 、 開 口 率 を 小 さ く す る こ と に よ り 、 著 し く 優 れ た 集 塵 性 能 を 維 持 し 続 け る 掃 除
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機 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 特 に 、 請 求 項 ２ ま た は ３ に 記 載 の 吸 引 経 路 の よ り 下 流 側 に 設 け
ら れ た フ ィ ル タ ー ほ ど 、 回 転 速 度 を 遅 く す る こ と に よ り 、 フ ィ ル タ ー へ の 塵 埃 の 蓄 積 速 度
に 応 じ た 塵 埃 剥 離 ス ピ ー ド に す る こ と が で き 、 集 塵 性 能 を 維 持 し 続 け る 掃 除 機 を 実 現 で き
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 特 に 、 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 塵 埃 剥 離 手 段 お
よ び フ ィ ル タ ー の 下 方 に 、 前 記 塵 埃 剥 離 手 段 に よ り 剥 離 さ れ た 塵 埃 を 収 納 す る 塵 埃 蓄 積 室
を 有 し 、 前 記 塵 埃 蓄 積 室 は 本 体 か ら 着 脱 自 在 に 構 成 し た こ と に よ り 、 塵 埃 を 集 塵 室 と 別 の
塵 埃 蓄 積 室 に 集 め 一 旦 剥 離 さ れ た 塵 埃 が フ ィ ル タ ー に 再 付 着 す る こ と が な い の で 、 著 し く
優 れ た 集 塵 性 能 を 維 持 し 続 け る 掃 除 機 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の フ ィ ル タ ー 押 圧 部 の 少
な く と も フ ィ ル タ ー 当 接 部 表 面 ま た は フ ィ ル タ ー 表 面 に 、 潤 滑 剤 を コ ー テ ィ ン グ す る こ と
に よ り 、 フ ィ ル タ ー 当 接 部 表 面 ま た は フ ィ ル タ ー 表 面 は 塵 離 れ の 良 い も の と な り 、 著 し く
優 れ た 集 塵 性 能 を 維 持 し 続 け る 掃 除 機 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の フ ィ ル タ ー ま た は フ ィ
ル タ ー 押 圧 部 に 帯 電 防 止 加 工 を 施 す こ と に よ り 、 フ ィ ル タ ー ま た は フ ィ ル タ ー 押 圧 部 は 塵
離 れ の よ り 良 い も の と な り 、 著 し く 優 れ た 集 塵 性 能 を 維 持 し 続 け る 掃 除 機 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 実 施 例 】
以 下 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
（ 実 施 例 １ ）
図 １ に 本 発 明 の 第 一 の 実 施 例 に お け る 電 気 掃 除 機 の 構 成 を 、 図 ２ に 塵 埃 蓄 積 室 の 構 成 を 、
図 ３ に 床 上 に あ る 吸 い 込 み 口 の 外 観 を そ れ ぞ れ 示 す 。 図 １ ～ 図 ３ に お い て 、 １ １ は 送 風 機
で あ り 、 モ ー タ 部 １ １ ａ 、 及 び フ ァ ン 部 １ １ ｂ よ り 構 成 さ れ て い る 。 フ ァ ン 部 １ １ ｂ の 中
央 に は 吸 引 部 １ ２ が 設 け ら れ て い る 。 １ １ ｃ は モ ー タ 部 １ １ ａ に 設 け ら れ た 排 気 口 を 示 す
。 送 風 機 １ １ は 本 体 １ ３ に シ ー ル を 兼 ね た 防 振 ゴ ム 前 １ ４ 及 び 防 振 ゴ ム 後 １ ５ を 介 し て 本
体 １ ３ に 支 持 さ れ て い る 。 １ ６ は 吸 い 込 み 口 で あ り 、 複 数 の フ ィ ル タ ー １ ７ ａ 、 １ ７ ｂ 、
１ ７ ｃ を 有 し た 集 塵 室 １ ８ を 介 し て 送 風 機 １ １ の 吸 引 部 １ ２ に 連 通 し て い る 。 フ ィ ル タ ー
１ ７ ａ 、 １ ７ ｂ 、 １ ７ ｃ そ れ ぞ れ の 表 面 は ス テ ン レ ス 等 の 金 属 が 蒸 着 さ れ て い る た め 、 蒸
着 し な い 場 合 に 比 べ て 著 し く 表 面 抵 抗 が 低 下 し て い る 。 フ ィ ル タ ー １ ７ ａ 、 １ ７ ｂ 、 １ ７
ｃ は そ れ ぞ れ フ ィ ル タ ー 支 持 部 材 ２ ０ ａ 、 ２ ０ ｂ 、 ２ ０ ｃ に よ り 集 塵 室 １ ８ に 固 定 さ れ て
い る が 、 フ ィ ル タ ー １ ７ ａ 、 １ ７ ｂ 、 １ ７ ｃ 及 び フ ィ ル タ ー 支 持 部 材 ２ ０ ａ 、 ２ ０ ｂ 、 ２
０ ｃ は 帯 電 防 止 処 理 が 成 さ れ て お り 正 負 い ず れ の 静 電 気 を 帯 び る こ と が な い よ う に な っ て
い る 。 又 吸 い 込 み 空 気 が 集 塵 室 １ ８ 内 か ら 送 風 機 に 達 す る ま で の 経 路 に お い て 吸 い 込 み 口
１ ６ に 近 い 方 か ら フ ィ ル タ ー １ ７ ａ 、 １ ７ ｂ 、 １ ７ ｃ の 順 に 設 け ら れ て お り 、 フ ィ ル タ ー
の 開 口 率 は
フ ィ ル タ ー １ ７ ａ ＞ フ ィ ル タ ー １ ７ ｂ ＞ フ ィ ル タ ー １ ７ ｃ
と い う よ う に 、 吸 い 込 み 口 １ ６ に 近 い ほ ど 、 大 き く な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
フ ィ ル タ ー １ ７ ａ 、 １ ７ ｂ 、 １ ７ ｃ は そ れ ぞ れ フ ィ ル タ ー 回 転 軸 ２ ４ ａ 、 ２ ４ ｂ 、 ２ ４ ｃ
で 回 転 自 在 に 軸 支 さ れ る と 共 に フ ィ ル タ ー 回 転 用 モ ー タ （ フ ィ ル タ ー 回 転 手 段 ） ２ ６ の 回
転 ト ル ク に よ り 回 転 す る 。 モ ー タ 動 力 伝 達 部 ２ ７ ａ は タ イ ミ ン グ ベ ル ト ２ ８ ａ ， プ ー リ ー
２ ９ ａ と か ら 成 り 、 モ ー タ 動 力 伝 達 部 ２ ７ ｂ は タ イ ミ ン グ ベ ル ト ２ ８ ｂ ， プ ー リ ー ２ ９ ｂ
と か ら 成 り 、 同 様 に モ ー タ 動 力 伝 達 部 ２ ７ ｃ は タ イ ミ ン グ ベ ル ト ２ ８ ｃ ， プ ー リ ー ２ ９ ｃ
と か ら 成 り 、 フ ィ ル タ ー 回 転 用 モ ー タ ２ ６ の 回 転 ト ル ク を 減 速 し て そ れ ぞ れ が フ ィ ル タ ー
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回 転 軸 ２ ４ ａ 、 フ ィ ル タ ー 回 転 軸 ２ ４ ｂ 、 フ ィ ル タ ー 回 転 軸 ２ ４ ｃ に 伝 達 す る よ う に な っ
て い る 。 モ ー タ 動 力 伝 達 部 ２ ７ ａ 、 ２ ７ ｂ 、 ２ ７ ｃ で の フ ィ ル タ ー 回 転 用 モ ー タ ２ ６ の 回
転 ト ル ク の 減 速 比 は 、
モ ー タ 動 力 伝 達 部 ２ ７ ａ ＜ モ ー タ 動 力 伝 達 部 ２ ７ ｂ ＜ モ ー タ 動 力 伝 達 部 ２ ７ ｃ と い う よ う
に 、 吸 い 込 み 口 １ ６ に 近 い ほ ど 、 小 さ く な っ て お り 、 ま た フ ィ ル タ ー 回 転 軸 ２ ４ ａ 、 ２ ４
ｂ 、 ２ ４ ｃ の 回 転 速 度 は
フ ィ ル タ ー 回 転 軸 ２ ４ ａ ＞ フ ィ ル タ ー 回 転 軸 ２ ４ ｂ ＞ フ ィ ル タ ー 回 転 軸 ２ ４ ｃ と い う よ う
に 、 吸 い 込 み 口 １ ６ に 近 い ほ ど 、 大 き く な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
２ １ は 塵 埃 剥 離 手 段 で 、 送 風 機 １ １ の 吸 い 込 み 経 路 に お い て フ ィ ル タ ー １ ７ ａ 、 １ ７ ｂ 、
１ ７ ｃ の 上 流 側 に そ れ ぞ れ フ ィ ル タ ー 押 圧 部 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ 、 ２ ２ ｃ を 有 し て い る 。 フ ィ
ル タ ー 押 圧 部 ２ ２ ａ は そ の ブ ラ シ ２ ３ 先 端 が フ ィ ル タ ー １ ７ ａ 、 表 面 を 付 勢 す る よ う に 本
体 １ ３ に 取 り 付 け ら れ て い る の で 常 に フ ィ ル タ ー １ ７ ａ に 接 触 し つ つ 押 圧 し て い る 。 フ ィ
ル タ ー 押 圧 部 ２ ２ ｂ 、 ２ ２ ｃ に つ い て も 同 様 で あ る 。 ブ ラ シ ２ ３ 表 面 は ス テ ン レ ス 等 の 金
属 が 蒸 着 さ れ て い る た め 、 蒸 着 し な い 場 合 に 比 べ て 表 面 の 接 触 抵 抗 が 著 し く 低 下 し て い る
。 ブ ラ シ ２ ３ は 帯 電 防 止 処 理 が 成 さ れ て お り 正 負 い ず れ の 静 電 気 を 帯 び る こ と が な い よ う
に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
非 常 に 目 の 細 か い （ 開 口 率 の 小 さ い ） フ ィ ル タ ー 又 は 樹 脂 の 板 な ど か ら な る 剥 離 助 成 体 ３
４ ａ は フ ィ ル タ ー １ ７ ａ を 挟 ん で フ ィ ル タ ー 押 圧 部 ２ ２ ａ の 正 面 に 、 フ ィ ル タ ー 押 圧 部 ２
２ ａ と 対 峙 し て 設 け ら れ 、 フ ィ ル タ ー 押 圧 部 ２ ２ ａ と 一 体 に 構 成 さ れ る 。 こ の た め 剥 離 助
成 体 ３ ４ ａ と フ ィ ル タ ー 押 圧 部 ２ ２ ａ の 本 体 １ ３ へ の 組 み 込 み を 容 易 に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 剥 離 助 成 体 ３ ４ ａ の 存 在 に よ り フ ィ ル タ ー １ ７ ａ の ブ ラ シ ２ ３ 当 接 部 は 送 風 機 １ １
の 圧 力 が 働 き 難 く な り 、 フ ィ ル タ ー １ ７ ａ の ブ ラ シ ２ ３ 当 接 部 に 付 着 し た 塵 埃 に 対 し て 、
送 風 機 １ １ 側 に 向 け た 力 が 働 き に く く な り 、 こ の 塵 埃 を 剥 離 し 易 く な る 。 尚 、 剥 離 助 成 体
３ ４ ｂ 、 ３ ４ ｃ の 構 成 も 剥 離 助 成 体 ３ ４ ａ と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
集 塵 室 １ ８ の 下 部 は 塵 埃 吐 出 口 ３ ７ と し て 開 口 し て い る と 共 に 、 上 部 が 塵 埃 投 入 口 ３ ８ と
し て 開 口 し た 塵 埃 蓄 積 室 ３ ５ が 集 塵 室 １ ８ の 下 方 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
塵 埃 蓄 積 室 ３ ５ は 塵 埃 蓄 積 室 ３ ５ ａ 、 塵 埃 蓄 積 室 ３ ５ ｂ 、 塵 埃 蓄 積 室 ３ ５ ｃ の 三 つ に 分 割
可 能 で 、 そ れ ぞ れ が 独 立 し て 本 体 １ ３ か ら 着 脱 自 在 で あ る 。 ま た 塵 埃 蓄 積 室 ３ ５ は フ ィ ル
タ ー １ ７ ａ 、 １ ７ ｂ 、 １ ７ ｃ お よ び 塵 埃 剥 離 手 段 ２ １ の 下 方 に 設 け ら れ て い る 。 そ の た め
フ ィ ル タ ー １ ７ ａ 、 １ ７ ｂ 、 １ ７ ｃ に 付 着 し て い た 塵 埃 ３ ６ ａ 、 ３ ６ ｂ 、 ３ ６ ｃ は フ ィ ル
タ ー 押 圧 部 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ 、 ２ ２ ｃ に よ り 剥 離 さ れ 、 塵 埃 吐 出 口 ３ ７ か ら 集 塵 室 １ ８ の 外
部 に 飛 ば さ れ 、 塵 埃 投 入 口 ３ ８ か ら そ れ ぞ れ 塵 埃 蓄 積 室 ３ ５ ａ 、 ３ ５ ｂ 、 ３ ５ ｃ に 収 納 蓄
積 さ れ る 。 こ の こ と に よ り 集 塵 室 １ ８ 内 に 塵 埃 が 残 る こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
次 に 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 送 風 機 １ １ を 駆 動 す る と 吸 引 力 が 発 生 し 、 矢 印 ３ ０ で 示 す よ
う 床 面 ３ １ の 塵 埃 が 吸 い 込 み 口 １ ６ か ら 吸 引 さ れ 、 フ ィ ル タ ー １ ７ ａ 、 １ ７ ｂ 、 １ ７ ｃ で
塵 埃 が 分 離 さ れ 、 清 浄 な 気 流 が 矢 印 ３ ０ ａ で 示 す よ う に 本 体 １ ３ の 本 体 排 気 口 ３ ２ よ り 排
気 さ れ る 。 こ れ に よ り 床 面 の 吸 引 清 掃 が で き る 。 フ ィ ル タ ー の 開 口 率 は 、 フ ィ ル タ ー １ ７
ａ 、 １ ７ ｂ 、 １ ７ ｃ の 順 で 大 き く な っ て い る の で フ ィ ル タ ー １ ７ ａ で 分 離 し 切 れ な か っ た
塵 埃 の 内 一 部 が フ ィ ル タ ー １ ７ ｂ で 分 離 さ れ 、 フ ィ ル タ ー １ ７ ｂ で 分 離 し 切 れ な か っ た 塵
埃 が フ ィ ル タ ー １ ７ ｃ で 分 離 さ れ る 。 フ ィ ル タ ー １ ７ ａ 、 １ ７ ｂ 、 １ ７ ｃ で 分 離 さ れ る 塵
埃 ３ ６ ａ 、 ３ ６ ｂ 、 ３ ６ ｃ は 、 塵 埃 ３ ６ ａ 、 ３ ６ ｂ 、 ３ ６ ｃ の 順 で 塵 埃 は 粗 く 、 塵 埃 の 量
も 多 く な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
送 風 機 １ １ に 通 電 さ れ る と 同 時 に フ ィ ル タ ー 回 転 モ ー タ ２ ６ へ 電 力 が 供 給 さ れ 塵 埃 剥 離 手
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段 ２ １ が 駆 動 さ れ る 。 す る と フ ィ ル タ ー 回 転 用 モ ー タ ２ ６ の 回 転 力 が タ イ ミ ン グ ベ ル ト ２
８ ａ ， プ ー リ ー ２ ９ ａ を 介 し て 減 速 さ れ フ ィ ル タ ー 回 転 軸 ２ ４ ａ に 伝 え ら れ る 。 そ の た め
フ ィ ル タ ー １ ７ ａ 表 面 が ブ ラ シ ２ ３ へ 押 さ え つ け ら れ な が ら 回 転 し 続 け て 、 フ ィ ル タ ー １
７ ａ で 分 離 さ れ フ ィ ル タ ー １ ７ ａ 表 面 に 付 着 し た 塵 埃 ３ ６ ａ は ブ ラ シ ２ ３ に よ り 剥 離 さ れ
、 そ の 剥 離 さ れ た 塵 埃 は 塵 埃 蓄 積 室 ３ ５ ａ 内 に 蓄 積 さ れ る 。 こ の 塵 埃 剥 離 の 時 、 フ ィ ル タ
ー １ ７ ａ 及 び ブ ラ シ ２ ３ の 表 面 接 触 抵 抗 が 著 し く 低 い た め 塵 離 れ が 容 易 で あ り 、 そ れ ぞ れ
に 剥 離 さ れ ず に 残 る 塵 は な い 。 さ ら に フ ィ ル タ ー １ ７ ａ 及 び ブ ラ シ ２ ３ は 帯 電 防 止 処 理 が
施 さ れ 静 電 気 を 帯 び る こ と が 無 い の で 、 塵 埃 が 静 電 気 に よ り フ ィ ル タ ー １ ７ ａ 及 び ブ ラ シ
２ ３ に 付 着 す る こ と が 無 い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
さ ら に 、 フ ィ ル タ ー １ ７ ａ を 挟 ん で フ ィ ル タ ー 押 圧 部 ２ ２ ａ の 正 面 に フ ィ ル タ ー 押 圧 部 ２
２ ａ と 対 峙 し て 剥 離 助 成 体 ３ ４ ａ が 設 け ら れ て い る た め 、 フ ィ ル タ ー １ ７ ａ の ブ ラ シ ２ ３
当 接 部 は 送 風 機 １ １ の 圧 力 が 働 き 難 く な り 、 フ ィ ル タ ー １ ７ ａ の ブ ラ シ ２ ３ 当 接 部 に 付 着
し た 塵 埃 に 対 し て 、 送 風 機 １ １ 側 に 向 け た 力 が 働 き に く く な り 、 こ の 塵 埃 を 剥 離 し 易 く な
る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
同 様 に フ ィ ル タ ー １ ７ ｂ で 分 離 さ れ フ ィ ル タ ー １ ７ ｂ 表 面 に 付 着 し た 塵 埃 ３ ６ ｂ は ブ ラ シ
２ ３ ｂ に よ り 剥 離 さ れ 、 そ の 剥 離 さ れ た 塵 埃 は 塵 埃 蓄 積 室 ３ ５ ｂ 内 に 蓄 積 さ れ 、 フ ィ ル タ
ー １ ７ ｃ で 分 離 さ れ フ ィ ル タ ー １ ７ ｃ 表 面 に 付 着 し た 塵 埃 ３ ６ ｃ は ブ ラ シ ２ ３ ｃ に よ り 剥
離 さ れ 、 そ の 剥 離 さ れ た 塵 埃 は 塵 埃 蓄 積 室 ３ ５ ｃ 内 に 蓄 積 さ れ る 。 塵 離 れ 性 や 剥 離 さ れ た
塵 埃 の 再 付 着 防 止 性 に つ い て も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
フ ィ ル タ ー １ ７ ａ 、 １ ７ ｂ 、 １ ７ ｃ で 分 離 さ れ る 塵 埃 ３ ６ ａ 、 ３ ６ ｂ 、 ３ ６ ｃ は 既 述 の 様
に 蓄 積 す る 速 度 が 異 な る が 、 モ ー タ 動 力 伝 達 部 ２ ７ ａ 、 ２ ７ ｂ 、 ２ ７ ｃ で の 減 速 比 を 変 え
て あ る た め 、 塵 埃 が 蓄 積 す る 速 度 に 応 じ て ブ ラ シ ２ ３ が フ ィ ル タ ー 表 面 か ら 剥 離 す る 頻 度
が 適 切 な も の に な っ て い る の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
３ つ の 塵 埃 蓄 積 室 が そ れ ぞ れ 分 離 し て 本 体 よ り 着 脱 自 在 な の で 、 使 用 者 が 塵 埃 蓄 積 室 ３ ５
ａ 、 ３ ５ ｂ 、 ３ ５ ｃ 内 に 溜 ま っ た 塵 埃 の 量 に 応 じ て 、 塵 埃 蓄 積 室 ３ ５ ３ ５ ａ 、 ３ ５ ｂ 、 ３
５ ｃ 内 の 塵 埃 を そ れ ぞ れ 独 立 し て 廃 棄 で き る の で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 掃 除 中 に は 集 塵 室 １ ８ 内 の フ ィ ル タ ー 表 面 の 塵 埃 は 塵 埃 剥 離 手 段 ２
１ に よ り 剥 離 さ れ る の で 、 フ ィ ル タ ー が 塵 埃 で 目 詰 ま り を 起 こ す な ど に よ り 圧 力 損 失 が 大
き く 変 動 す る こ と が 無 い 。 こ の こ と に よ り 吸 い 込 み 口 １ ６ か ら の 吸 い 込 み 力 の 変 化 も 少 な
く 安 定 し た 集 塵 性 能 を 発 揮 す る 事 が 出 来 る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 集 塵 室 １ ８ 内 の フ ィ ル タ ー 表 面 の 塵 埃 が 自 動 的 に 剥 離 さ れ 続 け る の で 、 電 気 掃 除 機
使 用 者 が フ ィ ル タ ー を 掃 除 し た り 水 洗 い し た り と 言 っ た フ ィ ル タ ー メ ン テ ナ ン ス が 一 切 不
要 で あ る 。 さ ら に 、 塵 埃 剥 離 手 段 ２ １ の ブ ラ シ の 塵 離 れ が 良 い の で こ の ブ ラ シ の メ ン テ ナ
ン ス も 不 要 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま た 、 空 気 と 塵 埃 の 分 離 を 行 う よ う 期 と 塵 埃 を 蓄 積 す る 容 器 を 分 離 し 、 塵 埃 を 蓄 積 す る 容
器 が フ ィ ル タ ー な ど の 別 部 品 を 内 包 し な い 単 純 な も の に 出 来 る の で ゴ ミ 捨 て 作 業 性 を よ く
出 来 る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
尚 、 本 実 施 例 で は 、 送 風 機 を 備 え る 場 合 に つ い て 説 明 を 行 っ て き た が 、 こ れ に 限 定 さ れ る
も の で は な く 、 送 風 機 の 替 わ り に 圧 縮 機 を 用 い て も 、 支 障 が な い も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 塵 埃 と 空 気 を 分 離 す る フ ィ ル タ ー の 自 動 ク リ ー ニ ン グ を
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実 現 す る こ と に よ り 、 使 用 時 間 に よ ら ず 集 塵 性 能 の 安 定 し た 掃 除 機 を 実 現 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に お け る 電 気 掃 除 機 の 集 塵 部 の 構 成 を 示 す 図
【 図 ２ 】 同 電 気 掃 除 機 に お け る 集 塵 部 の 塵 埃 蓄 積 室 の 構 成 を 示 す 図
【 図 ３ 】 同 床 上 に あ る 吸 い 込 み 口 の 外 観 図
【 図 ４ 】 従 来 の 電 気 掃 除 機 の フ ィ ル タ ー を 示 す 図
【 図 ５ 】 従 来 の 電 気 掃 除 機 の 構 成 を 示 す 図
【 符 号 の 説 明 】
１ １ 　 送 風 機
１ ３ 　 本 体
１ ６ 　 吸 い 込 み 口
１ ７ ａ 、 １ ７ ｂ 、 １ ７ ｃ 　 フ ィ ル タ ー
１ ８ 　 集 塵 室
２ １ 　 塵 埃 剥 離 手 段
２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ 、 ２ ２ ｃ 　 フ ィ ル タ ー 押 圧 部
２ ６ 　 フ ィ ル タ ー 回 転 用 モ ー タ （ フ ィ ル タ ー 回 転 手 段 ）
３ ４ ａ 、 ３ ４ ｂ 、 ３ ４ ｃ 　 剥 離 助 成 体
３ ５ 、 ３ ５ ａ 、 ３ ５ ｂ 、 ３ ５ ｃ 　 塵 埃 蓄 積 室
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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